
二
○
一
○
年
三
月
五
日
か
ら
二
一
日
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
あ
る
エ
ト
ウ
ェ
シ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
日
茸
く
尉

冒
国
且
己
昌
ぐ
の
国
ご
以
下
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と
略
す
）
東
ア
ジ
ア
学
科
に
招
聰
さ
れ
、
日
本
仏
教
に
つ
い
て
二
週
間
の
集
中
講
義
を
行
う
機
会
を
得

た
。
数
年
前
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
で
仏
教
学
を
担
当
し
て
い
る
ハ
マ
ル
・
イ
ム
レ
（
留
日
閏
冒
扁
の
）
教
授
が
大
谷
大
学
で
一
年
間
過
ご
さ
れ
た
ご

縁
も
あ
り
、
ま
た
当
時
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
日
本
語
学
科
主
任
の
山
地
征
典
教
授
の
お
力
添
も
を
得
て
、
二
○
○
六
年
に
大
谷
大
学
と
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と

の
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
協
定
締
結
の
際
に
は
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
国
且
国
円
学
長
（
当
時
）
が
京
都
に
来
ら
れ
、
さ

ら
に
二
○
○
九
年
に
は
、
当
時
大
谷
大
学
学
長
で
あ
っ
た
木
村
宣
彰
先
生
も
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
を
表
敬
訪
問
し
て
い
る
。
今
川
の
集
中
講
義
は
こ

の
学
術
協
定
に
基
づ
い
た
交
流
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
今
回
の
訪
問
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

三
月
五
日
の
朝
十
時
三
十
分
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
の
七
四
一
便
に
乗
り
、
関
西
空
港
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
と
旅
立
っ
た
。
最
終
目
的

地
は
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
所
在
地
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
。
残
念
な
が
ら
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
は
な
く
、
フ
ラ

海
外
一
一
ユ
ー
ス

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ト
ウ
ェ
シ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
に
お
け
る

集
中
講
義
を
終
え
て

ロ
バ
ー
ト
Ｅ
ロ
ー
ズ
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ン
ク
フ
ル
ト
経
由
で
向
か
う
の
が
最
も
便
利
な
方
法
で
あ
る
。
約
十
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で
乗
り
換
え
、
現

地
の
夜
八
時
過
ぎ
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
到
着
し
た
。
空
港
に
は
ハ
マ
ル
教
授
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
（
ち
な
み
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で

は
日
本
語
と
同
様
に
、
人
の
名
前
は
姓
・
名
の
順
で
記
載
さ
れ
る
。
）
さ
っ
そ
く
教
授
の
新
品
の
日
本
車
に
荷
物
を
載
せ
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
・
ぺ

ELTEの校内

さ
っ
そ
く
教
授
の
新
品
の
日
本
車
に
荷
物
を
載
せ
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
・
ペ

ル
ニ
グ
リ
ウ
ス
（
国
。
且
思
目
岡
旨
の
）
へ
と
直
行
し
た
。
長
旅
の
疲
れ

の
た
め
、
す
ぐ
に
ベ
ッ
ド
に
転
が
り
こ
み
深
い
眠
り
に
つ
い
て
し
ま
っ

た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
気
温
は
、
年
間
を
通
し
て
あ
ま
り
日
本
と
は
違
い
が

な
く
、
心
配
し
て
い
た
ほ
ど
は
寒
く
な
か
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、

今
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
例
年
に
は
な
い
寒

波
に
襲
わ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
向
う
飛

行
機
か
ら
下
を
見
る
と
、
地
面
に
は
雪
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
が
見
受

け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
到
着
し
た
翌
々
日
は
朝
か
ら
か
雪

が
強
く
降
り
、
「
ド
ナ
ウ
の
真
珠
」
と
調
わ
れ
る
街
は
真
っ
白
に
変
身

し
、
美
し
さ
を
さ
ら
に
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。
結
局
、
私
の
滞
在
中
、

雪
の
日
が
四
・
五
日
あ
っ
た
が
、
会
う
人
は
皆
「
こ
ん
な
こ
と
は
十
数

年
ぶ
り
だ
」
と
、
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
は
一
六
三
五
年
に
創
立
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
最
古

の
大
学
で
あ
り
、
現
在
三
万
人
以
上
の
学
生
数
を
誇
っ
て
い
る
。
大
学

の
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
中
央
に
あ
り
、
敷
地
内
に
は
重
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の
よ
う
な
関
心
か
ら
ア
ジ
ア
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
と
聞
く
。
チ
ベ
ッ
ト

研
究
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ
た
チ
ョ
マ
・
ド
・
ケ
レ
ス
（
産
の
尉
目
号
尉
Ｐ
Ｏ
Ｂ
四
号
胃
３
の
弓
段
‐
扁
鹿
）
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
っ
た
し
、

敦
埠
文
言
の
発
見
で
有
名
な
探
検
家
ス
タ
イ
ン
（
澤
普
旦
陣
の
旨
）
も
、
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
し
た
も
の
の
、
実
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
出

身
で
あ
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
研
究
で
知
ら
れ
る
リ
ゲ
テ
ィ
Ｐ
Ｃ
巳
の
巨
帰
耳
ら
Ｂ
‐
ら
閨
）
も
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

…

厚
で
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
校
舎
が
並
ん
で
い
る
。
正
門
か
ら
少

呈
示風
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
大
学
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
物
理
学
者
エ

業授
ト
ウ
エ
シ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
（
一
八
四
八
～
一
九
一
九
）
の
像
も
立
っ
て
い

る
。
そ
の
像
の
前
を
通
り
キ
ャ
ン
パ
ス
の
奥
に
行
く
と
、
左
に
は
日
本

語
学
科
の
あ
る
建
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
奥
に
行
く
と
東
洋
学
科
の
あ
る

美
し
い
レ
ン
ガ
作
り
の
Ｆ
棟
が
あ
る
。
私
が
講
義
を
行
っ
た
の
が
、
こ

の
教
室
棟
の
三
階
の
大
講
義
室
で
あ
っ
た
。
（
ち
な
み
に
、
こ
の
教
室
に

は
、
教
壇
と
学
生
の
席
の
間
に
鉄
製
の
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
決
し
て
教
授
を
学
生
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
以
前
こ
の
教
室
は

科
学
の
実
験
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
教
員
と
学
生
を
仕
切
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
聞
き
、
安
心
し
た
。
）

周
知
の
通
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
長
い
東
洋
学
、
特
に
中
央
ア
ジ
ア
研

究
の
伝
統
を
持
つ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
祖
先
で
あ
る
遊
牧
民
は
、
九
世

紀
末
に
ア
ジ
ア
か
ら
今
の
地
に
到
達
し
た
た
め
、
多
く
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
は
ア
ジ
ア
（
特
に
中
央
ア
ジ
ア
）
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
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う
に
歴
史
的
背
景
の
も
と
で
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
で
は
戦
前
か
ら
東
洋
学
学
科
が
設
立
さ
れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
言
語
や
文
化
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
日
本
語
・
日
本
文
化
の
研
究
や
授
業
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
研
究
に
も
力
を
注
き
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ

ト
・
中
国
・
日
本
な
ど
の
仏
教
を
総
合
的
に
研
究
す
る
修
士
課
程
を
新
設
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
て
、
東
欧
に
お
け
る
仏
教
研
究
の

中
核
セ
ン
タ
ー
と
な
る
べ
く
語
学
教
育
・
関
連
図
書
施
設
な
ど
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。

現
在
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
仏
教
学
研
究
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
の
は
ハ
マ
ル
教
授
で
あ
る
。
教
授
の
専
門
は
中
国
仏
教
、
特
に
華
厳
思
想

で
あ
る
。
教
授
は
多
く
の
業
績
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
二
○
○
二
年
に
出
版
さ
れ
た
印
好
一
●
・
鼠
時
ミ
ミ
ミ
琴
心

罵
鳥
《
ｇ
§
隠
匿
ミ
島
国
。
噂
§
ご
（
胃
時
代
の
宗
教
的
指
導
者
ｌ
澄
観
の
伝
記
』
）
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
唐
時
代
に
活

躍
し
た
華
厳
宗
第
四
祖
の
渭
涼
大
師
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
の
詳
細
な
伝
記
研
究
で
あ
り
、
東
京
の
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ス
煕
且
国
も
巨
巨
○
四
８
ｍ
ロ
邑
冨
８
．
○
Ｏ
Ｓ
：
口
煙
巨
顧
扁
吊
の
ｇ
①
ｍ
の
第
十
二
冊
目
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二

○
○
四
に
は
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
で
華
厳
思
想
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開
催
し
、
二
○
○
七
に
は
そ
の
成
果
を
記
亀
、
§
猪
ミ
ミ
。
爵
憩
恩
侭
ｏ
‐

ミ
鴎
§
、
雲
ｓ
§
即
ミ
§
冴
営
（
「
照
ら
し
合
う
鏡
ｌ
華
厳
仏
教
の
展
皇
）
と
題
し
た
論
文
集
に
編
集
し
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ラ
ソ
ウ
ィ
ッ

畠
冑
国
砂
の
○
三
局
）
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

二
○
○
五
年
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
ア
メ
リ
カ
的
教
育
シ
ス
テ
ム
を
模
範
と
し
た
い
わ
ゆ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
大
学

教
育
の
全
面
的
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
の
研
究
中
心
で
あ
っ
た
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
を
ア
メ
リ
カ
流
の
学
士
ａ
と
・
修

士
（
巨
と
・
博
士
弓
目
）
の
各
過
程
に
再
編
成
し
、
特
に
学
士
過
程
で
は
教
育
目
標
を
研
究
者
養
成
か
ら
幅
広
い
知
識
の
習
得
へ
と
大

胆
に
シ
フ
ト
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
以
前
は
地
域
ご
と
に
別
れ
て
い
た
東
洋
研
究
は
東
ア
ジ
ア
学
科
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の

学
科
で
は
日
本
・
中
国
・
韓
国
朝
鮮
・
中
央
ア
ジ
ア
（
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
）
・
ベ
ト
ナ
ム
の
各
地
域
の
文
化
と
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
副
専
攻
（
目
ｇ
Ｒ
）
と
し
て
仏
教
学
も
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
集
中
講
義
の
主
た
る
受
講
生
は
、

東
ア
ジ
ア
学
科
に
所
属
し
仏
教
学
を
副
専
攻
と
す
る
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
新
学
士
過
程
の
完
成
年
度
を
迎
え
、
現
在
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
で
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は
日
本
学
と
中
国
学
の
新
修
士
課
程
を
申
請
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
修
士
過
程
が
認
可
さ
れ
次
第
、
仏
教
学
の
修
士
課
程
の
設
立
に
取

り
掛
か
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
○
○
七
年
の
一
月
に
は
中
国
政
府
の
支
援
を
得
て
孔
子
学
院
が
ハ
マ
ル
教
授
を
院
長
と

し
て
東
ア
ジ
ア
学
科
に
隣
接
し
て
設
立
さ
れ
、
公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
発
な
研
究
活
動
を
行
い
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
東
洋
学
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

集
中
講
義
は
英
語
で
毎
日
二
コ
マ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
一
コ
マ
は
四
十
五
分
）
、
連
続
し
て
行
わ
れ
た
。
他
の
授
業
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、

夜
の
六
時
か
ら
七
時
半
ま
で
の
時
間
帯
で
設
定
さ
れ
て
い
た
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
２
週
間
の
講
義
を
行
う
約
束
で
あ
っ
た
た
め
、

出
発
前
に
は
一
時
間
半
の
講
義
を
十
回
分
用
意
し
て
い
た
が
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
到
着
後
、
三
月
十
五
日
日
（
月
）
は
一
八
四
八
年
革
命
を
記

念
し
た
祝
日
で
あ
り
、
ま
た
三
月
十
九
日
（
金
）
は
ハ
マ
ル
教
授
に
招
待
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
随
一
の
観
光
地
で
あ
る
バ
ラ
ト
ン
湖
地
方

を
案
内
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
両
日
の
講
義
は
休
講
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
最
終
的
に
は
八
回
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。

今
回
行
っ
た
授
業
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
講
義
（
三
月
八
日
）
「
仏
教
伝
来
と
聖
徳
太
子
」

第
二
回
講
義
（
三
月
九
日
）
「
奈
良
時
代
の
国
家
仏
教
」

第
三
回
講
義
（
三
月
十
日
）
「
最
澄
と
日
本
天
台
宗
」

第
四
回
講
義
（
三
月
十
一
日
）
「
浄
土
教
の
伝
来
と
源
信
の
「
往
生
要
集
匡

第
五
回
講
義
（
三
月
十
二
日
）
「
法
然
と
親
鶯
」

第
六
回
講
義
（
三
月
十
六
日
）
「
明
惠
と
『
夢
記
」
」

二
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今
回
の
滞
在
で
は
、
授
業
を
行
う
以
外
に
も
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
心
に
残
る
多
く
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回

の
集
中
講
義
で
は
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
多
く
の
先
生
や
学
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
ハ
マ
ル
教
授
と
山
地
教
授
に
は
特
に
感
謝

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
マ
ル
教
授
は
私
を
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
へ
招
聰
し
て
く
だ
さ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
｜
日
を
か
け
て
バ
ラ
ト
ン
湖
地

方
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
山
地
教
授
に
は
、
週
末
こ
と
に
エ
ル
ジ
ェ
ー
ベ
ト
皇
妃
の
離
宮
が
る
グ
ド
ゥ
ル
ー
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

カ
ト
リ
ッ
ク
総
本
山
の
大
聖
堂
の
あ
る
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
、
ま
た
は
ト
ル
コ
軍
と
の
戦
い
で
有
名
な
城
下
町
エ
ゲ
ル
や
閑
静
な
大
学
町
の
セ

ゲ
ド
な
ど
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
各
地
の
名
所
旧
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
ご
自
宅
で
夕
食
に
ご
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

さ
ら
に
は
資
料
の
コ
ピ
ー
な
ど
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
授
業
の
補
佐
を
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ッ
プ
講
師
に
も
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

第
七
回
講
義
（
三
月
十
七
且
「
叡
尊
と
戒
律
復
興
」

第
八
回
講
義
（
三
月
十
八
且
「
日
蓮
の
生
涯
と
思
想
」

講
義
に
は
学
部
生
か
ら
大
学
院
生
・
教
員
ま
で
約
五
十
人
が
毎
回
出
席
し
、
熱
心
に
聴
講
し
て
く
れ
た
。
授
業
が
終
わ
る
と
い
つ
も
数

人
の
学
生
が
教
室
に
残
り
、
毎
回
多
く
の
質
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
授
業
中
に
数
回
学
生
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も

ら
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
ど
の
授
業
に
最
も
関
心
を
持
っ
た
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
特
に
浄
土
教
に
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
、
日
本
語
で

書
か
れ
た
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
授
業
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
補
助
教
員
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
中
国
語

講
師
の
パ
ッ
プ
・
メ
リ
ン
ダ
弓
ｇ
巨
①
冒
烏
）
講
師
が
、
学
期
末
の
試
験
期
間
に
行
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
パ
ッ
プ

講
師
は
中
国
天
台
を
専
門
と
す
る
若
き
研
究
者
で
あ
る
。
長
く
中
国
に
留
学
し
て
い
た
経
験
を
持
つ
た
め
、
流
暢
な
中
国
を
話
し
、
現
在

天
台
宗
第
六
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
荊
渓
湛
然
の
『
金
剛
錬
論
」
に
つ
い
て
博
士
論
文
を
作
成
中
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
仏
教
研
究
を
担

う
若
い
学
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＝
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Ｊ
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〆
壹
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・
ノ
〃
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ｒ
ｖ
山
川
Ⅲ
‐
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一
Ｉ
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ｎ
Ｋ
限
り
一
ノ
‐
ｌ
ｆ
Ｉ
ノ
、
仁
一
、
１
１
１
７
ノ
、
，
‐
１
１
、
‐
’
Ｖ
、
・
恥
１
日
Ⅱ
７
’
旧
Ｆ
Ｆ
ｒ
Ｉ
ｊ
１
，
’
Ⅳ
ｖ

ど
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、
バ
ラ
ト
ン
湖
の
南
端
に
あ
る
ケ
ス
ト
ヘ
イ
と
い
う
町
に
着
い
た
。
そ
こ
で
は
広
大
な
庭
園
に
囲
ま
れ
た
フ
ェ
シ
ュ

テ
テ
イ
ッ
チ
宮
殿
が
あ
っ
た
。
こ
の
宮
殿
は
戦
前
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名
門
貴
族
で
あ
る
フ
ェ
シ
ュ
テ
テ
ィ
ッ
チ
家
が
所
有
し
、
戦
後

は
国
の
管
理
下
に
あ
っ
た
た
め
、
保
存
状
態
は
極
め
て
よ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
の
華
や
か
な
生
活
を
想
像
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ

今
後
も
教
員
や
学
生
の
交
換
を
含
め
て
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と
本
学
の
交
流
が

で
様
々
な
形
で
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

ムレ
最
後
に
ハ
マ
ル
先
生
が
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
バ
ラ
ト
ン
湖
観
光
の

ブス
思
い
出
を
記
し
て
終
わ
り
た
い
。
東
西
七
十
キ
ロ
に
延
び
る
バ
ラ
ト
ン

エウ
湖
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
湖
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
随
一
の
リ
ゾ
ー

Ｉ
卜
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
早
朝
に
出
発
し
、
南
東

手
」

辻
〈

へ
車
で
一
時
間
半
ほ
ど
走
る
と
、
ま
ず
バ
ラ
ト
ン
湖
の
北
西
に
位
置
す

と授教
る
ウ
エ
ス
プ
レ
ー
ム
に
到
着
し
た
。
こ
こ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
に
キ
リ

ルマ

ス
ト
教
を
も
た
ら
し
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
一
世
の
妃
ギ
ゼ
ラ
が
即
位

ハ

し
た
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
「
妃
の
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ハ
マ

ル
先
生
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
都
市
中
心
の
丘
に
残
る

Ⅲ
市
街
は
、
古
い
教
会
や
司
教
の
館
が
残
り
、
嘗
て
の
繁
栄
の
姿
を
今

に
伝
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
プ
レ
ー
ム
か
ら
少
し
南
に
下
が
る
と
、
す
ぐ

に
バ
ラ
ト
ン
湖
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
突
き
出
て
い
る
半

島
に
あ
る
テ
ィ
ハ
ニ
と
い
う
小
さ
な
村
で
、
十
一
世
紀
に
建
立
さ
れ
た

ベ
ネ
ヂ
ィ
ク
ト
派
の
修
道
院
を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
湖
畔
を
一
時
間
ほ

卯



っ
た
。
特
に
そ
の
な
か
に
設
け
ら
れ
て
い
た
広
い
図
書
室
に
は
、
何
千
も
の
古
い
書
物
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
興
味
深
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
小
旅
行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
そ
の
後
に
あ
っ
た
。
ハ
マ
ル
先
生
も
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
仏
塔
が
、
ケ
ス
ト
ヘ
イ
近
郊

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
か
ら
北
へ
約
二
十
分
ほ
ど
、
迷
い
な
が
ら
も
車
を
進
め
る
と
、
小
高
い
丘

の
上
に
仏
塔
ら
し
き
も
の
が
、
木
々
の
間
か
ら
見
え
て
き
た
。
麓
の
村
か
ら
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
山
道
を
登
る
と
、
三
十
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
を
誇
る
巨
大
な
白
い
チ
ベ
ッ
ト
風
の
仏
塔
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
説
明
に
よ
る
と
、
こ
の
塔
は
一
九
九
三
年
に
建
立
さ
れ
、
な
か

§糞
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ケストヘイの仏塔（前に立つのはハマル教授

こ
の
塔
は
一
九
九
三
年
に
建
立
さ
れ
、
な
か

に
は
韓
国
で
作
ら
れ
た
仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
丘
を
降
り

て
村
に
も
ど
る
と
、
そ
こ
に
は
二
人
の
チ

ベ
ッ
ト
僧
が
住
む
寺
も
あ
り
、
多
く
の

人
々
が
冥
想
を
行
う
た
め
に
訪
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
仏
教
が
様
々
な
形
で
世

界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
た
こ
と
も
、
今
回
の
集
中
講
義
で
得
た

貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
。
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